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1. ま え が さ

前報では,近接した2点の音圧から音の強さを測定す

るAcousticlntensity計測法 (以下では,AI法と呼ぶ)

の原理と,そのパワーレベル測定への応用に関する基礎

的検討の結果について述べた.1)この計測法は,広範囲の

音響測定に利用できる可能性があり,引き続き建築音響

分野の測定への応用に関して検討を行っている.そのう

ち本報では,遮音測定への応用に関する基本的検討とし

て,AI法による材料の音響透過損失の測定,および建物

の隔壁の部位別遮音性能について行った実験的検討の結

果を述べる.

2. AI法による材料の音響透過損失の測定

(1) 測定原理

材料の遮音性能を表す場合,音響透過損失(Sound

transmissionloss:TL)が用いられる.これを測定する

方法としては,一般に残響喜一残響室法と呼ばれている

方法が標準測定法(ISO140,JISA1416)として規格化さ

れている.すなわち,図-1に示すように,二つの残響

室の隔壁に測定試料 (面積 :S)を設置し,音源室内で帯

域ノイズ音を発生させて,音源室内および受音室内の平

均音圧レベ)I,(fl,L12)および受音室内の吸音力 (A2,戟

響時間から求める)を測定し,次式によってTLを求め

る.

TL-L-i-L12+10log(S/A2)･･ ････････.･･･ ･････.･(1)

音源側残響室 受音側残響室

この方法に対して,図-2に示すように,一つの残響

室の開口部に試料を設置した状態を考える.この場合,

残響室内部が拡散音場であるとすれば,単位面積あたり

の試料面に入射する音のパワーはcE./4(ただし,El:戟

響室内部の音響エネルギー密度,C:音速)であるので,

試料面を透過する全音響パワ-は次のように表せる.

W-% sT･･････････-･-･････-.･-I-･････.･････(2)

ただし,Z-:試料の音響透過率

この透過パワーを直接測定するために,AI法が応用で

きる.すなわち,試料近傍 (外側)をいくつかの部分 (面

積 :Sl)に分割し,それぞれの部分を透過する音響イン

テンシティー(It)を測定することにより,全透過パワー

が次式に示すように求められる.

W-I(Ii･SE)- I.･･-･･･ ･-････ ･･･-.･.･･･.･.･･･(3)

したがって,TLの値は次式によって与えられる.2)

TL-10log(1/T)

GELS
-1010g4E(Ii･S.･)

-Ll+10logS-6

-10log(I(loll,/10･S.･))･- --･ .･･.･-･(4)

ただし,gl:残響室内･平均音圧レベル(-音響エネル

ギーレベル)

L,Ii:i番目の測定点における音響インテンシティーレ

ベル(測定面に垂直方向)

図1 残響圭一残響室法･音響透過損失測定方法
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